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一 般 選 抜 試 験 問 題 
 

 

理 科 ① 

（物理基礎・物理） 

 

 

（60 分） 
 

（100 点） 

 

 

 

注 意 事 項 
 

１． 理科①～④のうちから 1つを選択し，解答しなさい。 

２． 試験開始の指示があるまで，この問題冊子の中を見てはいけません。 

３． 問題冊子の印刷不鮮明，ページの落丁・乱丁等がある場合は，手を

挙げて試験監督者に知らせなさい。 

４． 筆記用具は，黒鉛筆または黒のシャープペンシルに限ります。 

５． 解答用紙に受験番号を記入しなさい。 

６． 解答は，必ず解答用紙の指定された箇所に記入しなさい。 

７． 試験終了後，問題冊子は持ち帰りなさい。 

  前期（２月２日）用  

20220202



 
 
 
物理 

第１問 次の文章（ a ）～（ e ）を読み，解答として最も適切なものを，それぞれ

の解答群の中から一つ選び，その番号を記せ。（配点 25） 

 

 

（ a ） 大気圧は約1 × 10  Pa である。地表で面積5 cm  に加わる力の大きさに近いもの

を選べ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ b ） ある電球が4.0 × 10  A の電流で点灯している。この電球を20秒間に通過する電

子の個数に近いものを選べ。ただし，電子の電荷の大きさ（電気素量）は1.6 × 10  C
である。 

 

 

  

 ① 5 × 10  N ② 5 × 10  N ③ 5 × 10  N  

 ④ 2 × 10  N ⑤ 5 × 10  N   

 ① 1.3 × 10  個 ② 5.0 × 10  個 ③ 2.0 × 10  個  

 ④ 1.3 × 10  個 ⑤ 2.0 × 10  個   
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（ c ） 水1.5 kg をアルミニウム製の鍋（質量0.40 kg ）に入れると，水温は10 ℃であっ

た。この水の入った鍋を加熱し100 ℃にするのに必要な熱量に近いものを選べ。ただ

し，アルミニウムの比熱容量は900 J (kg ℃)⁄ で，水の比熱容量は4.2 × 10  J (kg ℃)⁄ で

ある。 

 

 

 

 

 

 

（ d ） ある音叉を振動数443 Hzの音源と同時に鳴らしたところ毎秒 3 回のうなりが生じ

た。また，この音叉を振動数448 Hzの音源と同時に鳴らしたところ毎秒 2 回のうなり

が生じた。この音叉の振動数として，適切なものを選べ。 

 

 

 

 

（ e ） 氷の比熱容量は水の比熱容量より小さい。質量 𝑚 の水に，一定量の熱量 𝑄 を与

えたところ，水の温度は10 ℃から 15 ℃に上がった。質量 𝑚 で温度−15 ℃の氷に，水

に加えたものと同じ量の熱量 𝑄を加えた。氷の温度変化として適切な記述を選べ。 

 

① 氷の温度は−10 ℃より高くなる。 
② 氷の温度は−10 ℃になる。 
③ 氷の温度は−15 ℃より高くなるが，−10 ℃より低くなる。 
④ 氷の温度は−15 ℃のままである。 
⑤ 氷の温度は−15 ℃より低くなる。 
 

  

 ① 3.2 × 10  J ② 1.4 × 10  J ③ 1.7 × 10  J  

 ④ 5.8 × 10  J ⑤ 6.0 × 10  J   

 ① 440 Hz ② 444 Hz ③ 445 Hz ④ 446 Hz ⑤ 450 Hz  
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第２問 太陽が宇宙に放射するエネルギーのうち，地球軌道で地球の断面積に降り注ぐ

エネルギーは１年間あたり5.4 × 10  Jであるという。次の問い（問１～５）に答

えよ。本問では，物理量を解答する場合の有効数字の桁数は一桁でよい。 

（配点 25）  

 

問１ 世界の発電などに用いる一次エネルギー消費量は 1 年間あたりおよそ6 × 10  J 
である。この値は太陽から地球に放射されるエネルギーの何倍か。 

 

問２ 1 年はおよそ3 × 10  s である。太陽から地球に放射されるエネルギーの仕事率を

求めよ。単位はW とする。 
 

 

問３ 問２で求めた太陽から地球に放射されるエネルギーの仕事率を 𝑄 とする。１秒間

に太陽から地球の単位断面積に放射されるエネルギーの仕事率は，𝑄 と地球の半径

𝑅 を用いるとどのように表されるか。 

 

 

問４ 地球を半径 𝑅 = 6.4 × 10  m の球体とみなして，問３で表した太陽から地球の単位

断面積に放射されるエネルギーを求めよ。単位を明記すること。 

 

 

問５ 面積 1 m  の範囲の太陽放射の仕事率を測定できる装置がある。この測定器の性

能は十分にあると仮定する。これを用いて，北緯 40 度のある地表面で，太陽放射

の仕事率を測定することを考える。このとき，測定結果は問４で求めた値になるだ

ろうか。理由を一つ以上含めて記述せよ。 
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（このページは余白） 
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第３問 次の文章（ a ）～（ e ）を読み，解答として最も適切なものを，それぞれの

解答群の中から一つ選び，その番号を記せ。（配点 25） 

 

 

（ a ） ある物体 A が滑らかな水平面上を𝑣 = 10 m s⁄  の速さで進み，同一平面上にある

質量 𝑚 の静止している物体 B と弾性衝突した。衝突後，物体 A の進行方向は変わら

ず，その速さは5 m s⁄ となった。物体 A の質量と，衝突後の物体 B の速さの組み合わ

せとして適切なものを選べ。 

 物体Aの質量 衝突後の物体Bの速さ 

① 𝑚の3倍 5 m s⁄  

② 𝑚の3倍 15 m s⁄  

③ 𝑚の2倍 15 m s⁄  

④ 𝑚に等しい 10 m s⁄  

⑤ 𝑚に等しい 15 m s⁄  

 

 

 

 

 

（ b ） 光について，水の絶対屈折率を 1.3，ガラスの絶対屈折率を 1.5とする。光がガラ

スから水へ進むときの相対屈折率として適切なものを選べ。 

 

 

 

 ① 0.87 ② 1.0 ③ 1.2 ④ 1.3 ⑤ 1.5  
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（ c ） 図 3-1 のように，片側は大気中に開放され，反対側は密閉容器につながれて気体

を閉じ込めている水銀を用いた U 字管がある。水銀面の高さは密閉容器側に比べて大

気側が高かった。以下の記述のうち，適切なものを選べ。 

① 水銀面の高さの差のみで，大気圧を求めることができる。 

② 水銀面の高さの差のみで，容器内の気体の圧力を求めることができる。 

③ 容器内の気体の圧力は大気圧より高い。 

④ 容器内の気体の圧力は大気圧より低い。 

⑤ 容器内の気体の圧力は大気圧に等しい。 

 

（ d ） 図 3-2 はある物体が一次元運動をしている様子を表すグラフで， 𝑥 は位置， 𝑡 は
時刻（時間）を示している。図中に①～⑤で示す時刻のうち，物体の瞬間の速さが最

も大きいものを選べ。 

① ② ③ ④ ⑤ 

図 3-2 

図 3-1 
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（ e ） 図 3-3 は電気容量が等しい 3 個のコンデンサーを様々な方法で接続したものであ

る。図の中から端子 𝑎𝑏 間の合成容量が 2 番目に小さいものを選べ。 

 

 

 

 
  

図 3-3 
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（このページは余白） 
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第４問 質量 10 kg の小物体を，図 4-1 に示す斜面上の位置𝑥 = 0 m, 高さ𝑦 = 3 mの地点

から転がした。小物体は理想的に小さく図 4-1 の斜面断面に沿って滑らかに運動

する。また，斜面と小物体の摩擦や空気抵抗は無視できる。位置エネルギーの基

準は高さ 𝑦 = 0 m とし，重力加速度は 10 m s⁄  とする。次の問い（問１～４）に

答えよ。（配点 25） 

 

 

問１  図 4-1 で位置 𝑥 = 0 m での小物体の位置エネルギーの値はいくらか答えよ。単位

も明記すること。 

 

問２  位置 𝑥 = 0 m から𝑥 = 10 mの範囲で，小物体の運動エネルギーの最大値はいくら

か答えよ。単位も明記すること。 

 

  

図 4-1 

図 4-1 
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問３ 図 4-2 中の破線は小物体の位置エネルギーの変化を示したものである。小物体の

運動エネルギーの変化と，力学的エネルギーの変化の概形をグラフに記入せよ。縦軸

に目盛り数値と単位も記入すること。必要に応じ，説明を記入すること。 

 

問４  位置 𝑥 = 9 m での小物体の速さを求めよ。平方根は簡単な形にしたうえでそのま

ま残してよい。 

 

 

 

  

図 4-2 

20220202
10



2022 年 度 
 

一 般 選 抜 試 験 問 題 
 

 

理 科 ② 

（化学基礎・化学） 

 

 

（60 分） 
 

（100 点） 

 

 

 

注 意 事 項 
 

１． 理科①～④のうちから 1つを選択し，解答しなさい。 

２． 試験開始の指示があるまで，この問題冊子の中を見てはいけません。 
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必要があれば，原子量は次の値を使うこと。 
   H 1.0 C 12 N 14 O 16 Na 23 
 S 32 Cl 36 K 39 Mn 55 Cu 64 
 

問題文中に使用する単位と SI（国際単位系）との関連は以下の通りとする。 

 L = dm3 mL = cm3 1 atm = 1 気圧 = 1.013 × 105 Pa 

 

気体は，実在気体とことわりがない限り，理想気体として扱うものとする。 

 

 

第 1 問 次の問い（ 問 1・2 ）に答えよ。（配点 18） 
 
問 1 次の文中の [ ア ] ～ [ サ ] に入る語句として最も適当なものを，下の ① 〜 ⑮ 

のうちから一つずつ選び，その番号を記せ。 

    

水は 1 気圧のもとで，室温では [ ア ] ，0°C 以下では [ イ ] ，100°C 以上では 

[ ウ ] として存在し，これら 3 つの状態を物質の [ エ ] という。 温度や [ オ ] 

を変化させると物質の状態は変化するが，これを [ カ ] という。 [ イ ] が [ ア ] 

になる変化を [ キ ] ，その逆の変化を [ ク ] といい， [ ア ] が [ ウ ] になる

変化を [ ケ ] ，その逆の変化を [ コ ] という。また， [ イ ] が直接 [ ウ ] に

なる変化を [ サ ] という。 

 
 ① 三態  ② 凝縮 ③ 固体 ④ 溶液 ⑤ 大気圧 

 ⑥ 化学変化 ⑦ 凝固点 ⑧ 気体 ⑨ 圧力 ⑩ 凝固 

 ⑪ 昇華 ⑫ 融解 ⑬ 状態変化 ⑭ 蒸発 ⑮ 液体  
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問 2 次の文中の [ ア ] ～ [ キ ] に入る語句として最も適当なものを，下の ① 〜 ⑫ 

のうちから一つずつ選び，その番号を記せ。 

 
原子番号が等しく，質量数が異なる原子を互いに [ ア ] という。 [ ア ] は 

[ イ ] の数が異なるだけで [ ウ ] の数は同じであり，その化学的性質は [ エ ] 。 

[ ア ] の中には [ オ ] を放って他の原子に変化するものがあり， これを [ カ ] 

という。また，この [ オ ] を放出する性質を [ キ ] という。 

 

 ① 中性子 ② 放射線 ③ 存在比 ④ 陽子 

 ⑤ 放射能 ⑥ 同位体 ⑦ 電磁波 ⑧ ほぼ同じである 

 ⑨ 同族元素 ⑩ 半減期 ⑪ 放射性同位体 ⑫ 全く異なる 
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第 2 問 次の問い（ 問 1 ～ 3 ）に答えよ。（配点 32） 
 

問 1  次の (ア) ～ (ウ) の物質の分子量または式量を有効数字二桁で求めよ。 

 (ア) 二酸化炭素 (イ) メタン (ウ) 水酸化物イオン 

 

問 2 0.46 g のナトリウムをすべて水と反応させたところ，水酸化ナトリウムが生じて，

水素が発生した。これに関する次の問い（a ～ c）に，有効数字二桁で答えよ。 

 

a 反応した水の質量は何 g か求めよ。 

 

b 生じた水酸化ナトリウムの質量は何 g か求めよ。 

 

c 発生した水素の体積は標準状態で何 L か求めよ。 

 

問 3 濃度不明の過酸化水素水を 10 倍に希釈した溶液を 15 mL とって希硫酸を加え，

0.015 mol/L の過マンガン酸カリウム水溶液で滴定したとき，40 mL 加えたところで

水溶液の赤紫色が消えなくなった。希釈前の過酸化水素水のモル濃度は何 mol/L か。

有効数字二桁で求めよ。 
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第 3 問 次の問い（ 問 1 ～ 4 ）に答えよ。（配点 25） 

 

問 1 次の文章について，下の問い（ a・b ）に答えよ。 

 

大気圧（1 気圧）での水の沸点は 100℃，凝固点は 0℃であるが，水に不揮発性物

質を溶かすと，その水溶液の沸点は [ ア ] くなり，凝固点は [ イ ] くなる。 

一定質量の水に不揮発性の非電解質を同じ質量ずつ溶かした水溶液の凝固点を比較

すると，溶質の分子量が [ ウ ] ほど凝固点は [ イ ] くなる。溶質が電解質の場合

には，同じ物質量を溶かしても非電解質を溶解させた場合に比べて凝固点は [ エ ] 

くなる。したがって，尿素（分子量 60），硫酸ナトリウム（式量 142），グルコース（分

子量 180）を 10g ずつそれぞれ 1000g の水に溶かした場合，最も凝固点が低いのは 

[ オ ] の水溶液である。 

 

a  文章中の空欄 [ ア ] ～ [ オ ] に当てはまる語句として最も適当なものを，

次の ① ～ ⑦ のうちから一つずつ選び，その番号を記せ。ただし，同じ番号を二

回以上選んでもよい。 

 
 ① 高 ② 低 ③ 大きい 

 ④ 小さい ⑤ 尿素 ⑥ 硫酸ナトリウム 

 ⑦ グルコース 
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b  水は，H2S など他の同族元素の水素化合物に比べて沸点が高いが，この理由と

して最も適当なものを，次の ① ～ ④ のうちから一つ選び，その番号を記せ。 

 

① 水は液体状態でほぼすべての分子がイオン化しており，互いに強い静電気力で

結び付いているから。 

② 水は分子内での電子の偏りが比較的大きく，それにより生じた静電気力で結び

付いているから。 

③ 水は液体状態での密度が大きいから。 

④ 水は液体状態での比熱（比熱容量）が大きいから。 

 

問 2 次の問い（ a・b ）に答えよ。 

 

a  標準状態における水蒸気の密度は何 g / L であるか。有効数字二桁で求めよ。 

 

b  一定量の水蒸気に対して次の（ア）～（ウ）の各操作を加えたとき，水蒸気の

密度はどのように変化するか。最も適当なものを，下の ① ～ ③ のうちから一つ

ずつ選び，その番号を記せ。ただし，水蒸気は気体のままであるとする。 

 

 （ア） 温度一定で，圧力を 2 倍にする。 

 （イ） 圧力一定で，温度（絶対温度）を 2 倍にする。 

 （ウ） 体積一定で，圧力を 1/2 倍にする。 

 

 ① 2 倍になる ② 変化しない ③ 1/2 倍になる 

 

問 3 次の（ア）・（イ）の条件にあてはまる酸化物として最も適当なものを，下の ①～ ⑤ 

のうちから一つずつ選び，その番号を記せ。 

 

 （ア） 水と反応して酸を生じるもの 

 （イ） 水と反応して強い塩基を生じるもの 

 

 ① MgO ② CaO ③ ZnO ④ CO2 ⑤ SiO2 
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問 4 Fe，Cu，Al，Ag の金属を使って次の実験（ア）～（オ）を行った。これらの実験に

関する下の問い（ a ～ d ）に答えよ。 

 
(ア) 四つの金属に高温の水蒸気を作用させたところ，FeとAlは反応して気体Xを発

生したが，AgとCuは反応しなかった。 

(イ) 四つの金属に希硫酸を加えたところ，FeとAlは反応して気体を発生したが，Ag

とCuは反応しなかった。 

(ウ) 四つの金属に濃硝酸を加えたところ，CuとAgは反応して気体Yを発生したが，

FeとAlは反応しなかった。 

(エ) 鉄イオンを含む水溶液にCu，Al，Agの金属板をそれぞれ浸したところ，Al板

のみが溶けだした。 

(オ) Fe，Cu，Alの金属板をそれぞれ硝酸銀水溶液に浸したところ，いずれの金属

の表面にも銀が析出した。 

 
a  四つの金属のイオン化傾向を表すものとして最も適当なものを，次の ① ～ ④ 

のうちから一つ選び，その番号を記せ。ただし，「Cu > Al」ならば，Cuのイオン化

傾向がAlより大きいことを表すものとする。 

 
  ① Cu > Al > Fe > Ag ② Cu > Fe > Al > Ag 

  ③ Al > Cu > Fe > Ag ④ Al > Fe > Cu > Ag 

 
b  実験（ア），（ウ）において発生した気体X，Yとして最も適当なものを，次の ① ～ 

⑥ のうちから一つずつ選び，その番号を記せ。ただし，同じ番号を二回以上選んで

もよい。 

 
  ① NO ② NO2 ③ CO2 ④ SO2 ⑤ H2 ⑥ O2 

 

  

20220202



 
 
 
化学 

c  四つの金属から二つの金属を選び，それぞれの金属板を一枚ずつ用意した。次い

で，一個の豆電球から出る二本の導線のうち一本ずつを各金属板につなぎ，双方の

金属板を希硫酸の入ったビーカーに浸した。このとき，豆電球が点灯しない金属の

組合せとして最も適当なものを，次の ① ～ ⑥ のうちから一つ選び，その番号を

記せ。 

 
  ① Ag と Al ② Al と Fe ③ Ag と Fe 

  ④ Cu と Ag ⑤ Cu と Al ⑥ Cu と Fe 

 
d  二本の炭素棒を電極として塩化銅（Ⅱ）水溶液に浸し，電源を用いて1.93Aの直

流電流を50分間流した。このとき，電極に析出した銅の質量は何gか。最も適当な数

値を，次の ① ～ ⑥ のうちから一つ選び，その番号を記せ。ただし，ファラデー

定数を9.65×104 C/molとする。 

 
  ① 0.096 ② 0.96 ③ 1.92 ④ 3.84 ⑤ 19.2 ⑥ 38.4 
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化学 

第 4 問 次の問い（ 問 1 ～ 4 ）に答えよ。（配点 25） 

 

問 1 次の ① ～ ⑤ のタンパク質に関する記述のうちから正しいものをすべて選び，そ

の番号を記せ。 

 
① タンパク質は，多数のアミノ酸がペプチド結合でつながった構造をもつ高分子化

合物である。 

② タンパク質の水溶液にレーザー光線を当てると，光の通り道が見える。この現象

をチンダル現象という。 

③ タンパク質の水溶液に水酸化ナトリウム水溶液と硫酸銅（Ⅱ）水溶液を加えると

赤紫色になる。この反応をニンヒドリン反応という。 

④ タンパク質の水溶液に濃硝酸を加えて加熱し，アンモニア水を加えると橙黄色に

なった。これは，ベンゼン環がニトロ化されたためであり，ベンゼン環をもつアミ

ノ酸が含まれることを示す。 

⑤ タンパク質は熱には弱いが，酸性溶液には強い。 

 

 
問 2 次の ① ～ ⑤ の記述のうちから誤りを含むものを一つ選び，その番号を記せ。 

 
① 臭素水にエチレンを通すと，臭素の色が消える。 

② 第二級アルコールを酸化すると，ケトンが生成する。 

③ ギ酸にマグネシウムを入れて反応させると，酸素が発生する。 

④ カルボン酸とアルコールが反応すると，エステルができる。 

⑤ アンモニア性硝酸銀水溶液にアルデヒドを加えて加熱すると，銀が析出する。 

 

 

問 3 分子式 C4H10O で表される化合物 A に水酸化ナトリウム水溶液とヨウ素を加えて温

めると黄色の沈殿が生じた。化合物 A の構造式を書け。 
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化学 

問 4 サリチル酸を用いて次の二つの実験を行った。これについて下の問い（ a ～ c ）

に答えよ。 

 
実験 1 サリチル酸にメタノールと濃硫酸を加えて穏やかに加熱したところ，無色透

明の油状の液体 A が得られた。 

実験 2 サリチル酸に無水酢酸と濃硫酸を加えてよく振り混ぜたところ，白色結晶 B

が得られた。 

 

a  液体 A と白色結晶 B の化合物名および構造式をそれぞれ書け。 

 

b  液体 A と白色結晶 B に塩化鉄（Ⅲ）水溶液をそれぞれ作用させたときの変化とし

て正しいものを，次の ① ～ ④ から一つ選び，その番号を記せ。 

 
① 両方とも紫色に呈色する。 

② 液体 A と反応させた場合のみ紫色に呈色する。 

③ 白色結晶 B と反応させた場合のみ紫色に呈色する。 

④ 両方とも呈色しない。 

 

 
c  実験1と実験2の反応の名称の組み合わせとして正しいものを，次の ① ～ ⑤ の

うちから一つ選び，その番号を記せ。 

 

 実験 1 実験 2 

① アセチル化 ニトロ化 

② エステル化 ニトロ化 

③ ニトロ化 アセチル化 

④ アセチル化 エステル化 

⑤ エステル化 アセチル化 
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2022 年 度 
 

一 般 選 抜 試 験 問 題 
 

 

理 科 ③ 

（生物基礎・生物） 

 

 

（60 分） 
 

（100 点） 

 

 

 

注 意 事 項 
 

１． 理科①～④のうちから 1つを選択し，解答しなさい。 

２． 試験開始の指示があるまで，この問題冊子の中を見てはいけません。 

３． 問題冊子の印刷不鮮明，ページの落丁・乱丁等がある場合は，手

を挙げて試験監督者に知らせなさい。 

４． 筆記用具は，黒鉛筆または黒のシャープペンシルに限ります。 

５． 解答用紙に受験番号を記入しなさい。 

６． 解答は，必ず解答用紙の指定された箇所に記入しなさい。 

７． 試験終了後，問題冊子は持ち帰りなさい。 
 

  前期（２月２日）用  
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生物（前期） 

第 1 問 次の文章を読み，下の問い（問１～３）に答えよ。（配点 25） 

 

 地球に表れた最初の生物は細菌のようなものであり，その出現時期は約４０億年前と考

えられている。最古の生物は外界と細胞内を仕切る  １  を持ち，体内で物質の合成・

分解を行っていたと推測されている。細菌は最古の生物に最も近く，細胞内に核を持たな

い  ２  生物である。一方で，核を持つ細胞でできた生物は  ３  生物という。人間

など，多数の細胞でからだが構成されている生物は多細胞生物とよばれ，特有の形と働き

をもつ細胞が互いに結びついて  ４  をつくり，それらが組み合わさって共同して１つ

のはたらきをする  ５  を構成している。 

 

問1  上の文章中の空欄  １  ～  ５  に入る最も適当な語句を記せ。 

 

問2  植物細胞と動物細胞は多くの共通点を持っているが，異なる点も存在する。以下の

①～⑧のうち両細胞に共通しないものを 2つ選び，番号を記せ。 

① リボゾーム ② 染色体 ③ 細胞壁 ④ 細胞質基質  

⑤ ミトコンドリア ⑥ ゴルジ体 ⑦ 葉緑体 ⑧ 小胞体 

 
問3  大型の植物細胞やアメーバなどを観察すると，細胞質中の顆粒や細胞小器官が一定

方向に流れるようすが見られる。この現象を何と呼ぶか，最も適当な語句を記せ。 
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生物（前期） 

第 2 問 下の図はある 2 種類の植物の光―光合成曲線である。この図を説明したのが，

下の文章である。これらについて，下の問い（問１～６）に答えよ。（配点 25） 

 
 日あたりのよい場所に生育する植物を  １  という。一方，弱い光しかとどかない場

所に生育する植物を  ２  という。図のようにこれらの植物の二酸化炭素（CO2）の吸

収量を比べると，比較的弱い光のもとでは  ２  のほうが大きく，強い光のもとでは 

 １  のほうが大きいことがわかる。 

また，溶岩流や山崩れなどによってできた裸地から植生変化がはじまる  ３  の過程

では，裸地に成長の早いススキなどの草本が侵入し，やがて  １  の草原が形成される

が，その後できる低木林は多くは  ア  で構成される。低木林はやがて，先駆樹種の多

い森林となり移行期を経たのち，極相樹種を中心とした極相林になる。極相林は  イ  に

より形成され，東日本ではブナ，西日本では  ウ  ， エ  などが代表的な極相種であ

る。 

 

 

図 光―光合成曲線 

 

問1  上の文章中の空欄  １  ～  ３  に入る最も適当な語句を記せ。 
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生物（前期） 

 
問2  上の文章中の空欄  ア  ～  エ  に入る最も適当な語句はなにか。次から一

つずつ選び，番号を記せ。 

 

① イタドリ ② タブノキ ③ スダジイ ④ チガヤ ⑤ エゾマツ 

⑥ アラカシ ⑦ オオバヤシャブシ ⑧ コケモモ ⑨ 陰樹 ⑩ 陽樹 

 
問3  図中の  あ  の点では，呼吸速度と光合成速度が等しくなって，見かけ上，二酸

化炭素の出入りが見られなくなる。このときの光の強さをなんと呼ぶか。最も適当な

語句を記せ。 

 
問4  植生遷移の初期段階で出現する種は図中では，植物 A，植物 B のどちらにあてはま

るか，選んで記せ。 

 

問5  植物 B を暗所に 2 時間置いた。このとき呼吸で排出する二酸化炭素量は葉 200 ㎝ 2

あたりに換算してどれだけか。この数値を求めるための計算式と結果を答えなさい。 

 
問6  植物 A，植物 B に 10 時間 4000 ルクスの光を照射し，14 時間暗所に置くことを繰

り返した。植物 A，植物 B はそれぞれ生長するか，答えなさい。 
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生物（前期） 

第 3 問 次の文章を読み，下の問い（問１～４）に答えよ。（配点 25） 
 

 骨格筋は， １  と呼ばれる多核の細長い細胞が多数集まったものである。その中には

多数の細長い筋原線維が束になって詰まっている。それぞれの筋原線維は，筋小胞体で包

まれている。筋原線維は明るく見える明帯と暗く見える暗帯が交互に配列しており，この

縞模様から骨格筋は  ２  と呼ばれる。明帯の中央には  ３  と呼ばれる仕切りがあ

り，この左右にアクチンフィラメントが結合している。神経の興奮が筋細胞に伝わると，

筋小胞体から  ４  が放出される。トロポニンは  ４  と結合すると立体構造が変化

し，トロポミオシンを移動させ，アクチンのミオシン結合部位を露出させる。 

 

問1  上の文章中の空欄  １  ～  ４  に入る最も適当な語句を記せ。 

  

問2  骨格筋の収縮を促す指令は，運動ニューロンを通じて伝えられる。ニューロンは，

加えられる刺激の強さがある一定以上でないと興奮しない。この興奮が起こる最小限

の刺激の強さのことを何と呼ぶか，最も適当な語句を記せ。 

 

問3  ニューロンの軸索の末端は，他のニューロンや筋肉などの効果器と 20～50 nm の

すき間をおいて接続している。この部分のことを何と呼ぶか，最も適当な語句を記

せ。 

 

問4  筋収縮に関する記述のうち正しいものを選び，番号を記せ。 

① 筋収縮が生じるとき，ミオシンフィラメントの間にアクチンフィラメントが滑り 

込み，サルコメアが長くなる。これを滑り説という。 

② ミオシン頭部は ATP を合成し，このとき生じたエネルギーによってミオシン頭部 

の立体構造が変化する。 

③ 立体構造が変化したミオシン頭部はアクチンフィラメントと結合する。次に，ミ 

オシン頭部で ATP を分解しミオシンフィラメントがアクチンフィラメントをたぐ 

り寄せる。 

④ 筋収縮で消費された ATP は，クレアチンリン酸と呼ばれる物質からリン酸を受け 

取ることによって，再合成される。 
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生物（前期） 

第 4 問 次の文章を読み，下の問い（問１～４）に答えよ。（配点 25） 

 

 生殖細胞のうち卵や精子のように合体によって新個体を形成する細胞を  １  とい

う。生殖細胞が形成されるとき，核相を 2n から n にする  ２  が起き，１個の母細胞

から  ３  個の娘細胞が生じ，母細胞の相同染色体は別々の生殖細胞に分配される。同

じ染色体上にある複数の遺伝子は，染色体の挙動に合わせて一緒に行動する。これ

を  ４  という。 

 精子が卵に進入し，これらの  ５  が融合することを受精という。ウニの受精では，

精子が卵を取り巻く  ６  と接触すると，そこに含まれる糖類を受容して  ７  反応

が引き起こされる。次に，  ７  突起が卵の細胞膜に結合すると授精丘と呼ばれる小さ

な膨らみが生じる。これに引き続き，表層反応が起きて卵黄膜が  ８  に変化する。 

 

 
問1  上の文章中の空欄  １  ～  ８  に入る最も適当な語句を記せ。 

 
問2  受精した卵は活発な細胞分裂を始め，発生を開始する。この発生初期の細胞分裂に

よって生じた細胞を何と呼ぶか，最も適当な語句を記せ。 

 

問3  卵形成の過程で細胞質基質内に貯えられるさまざまな mRNA のうち，胚の発生過

程，例えば前後軸の決定，などに影響を及ぼすものを何と呼ぶか，最も適当な語句を

記せ。 

 

問4  ２組の対立遺伝子 A とＢ，a と b がそれぞれ同じ染色体上に存在し，Ａ・Ｂが優性

の生物において，遺伝型が AaBb と aabb の個体を交雑した。生じた複数の子供の遺

伝型と数は以下の通りとなった。 

AaBb：4 個体，Aabb: 1 個体，aaBb: 1 個体，aabb: 4 個体 

このときの組換え価を計算して答えなさい。 

 

20220202
5



2022 年 度 
 

一 般 選 抜 試 験 問 題 
 

 

国  語 

 

 

（60 分） 
 

（100 点） 

 

 

 

注 意 事 項 
 

１． 試験開始の指示があるまで，この問題冊子の中を見てはいけません。 

２． 工学部は，国語・英語のいずれか 1 教科を選択，感性デザイン学部

は，国語・英語・数学の中から２教科を選択して解答しなさい。 

３． 問題冊子の印刷不鮮明，ページの落丁・乱丁等がある場合は，手を

挙げて試験監督者に知らせなさい。 

４． 筆記用具は，黒鉛筆または黒のシャープペンシルに限ります。 

５． 解答用紙に受験番号を記入しなさい。 

６． 解答は，必ず解答用紙の指定された箇所に記入しなさい。 

７． 試験終了後，問題冊子は持ち帰りなさい。 

 

  前期（２月２日）用  

20220202



 

 

国語 

 

第
1
問 

次
の
⑴
～
⑸
の
傍
線
を
引
い
た
カ
タ
カ
ナ
の
部
分
を
漢
字
に
直
し
、
解
答
欄
に
記
せ
。
（
配
点 

10
） 

 

⑴ 

新
し
い
仕
組
み
を
コ
ウ
チ
ク
す
る
。 

 

⑵ 

地
域
と
レ
ン
ケ
イ
し
て
解
決
す
る
。 

 
 

⑶ 

各
国
の
ジ
ュ
ウ
キ
ョ
を
調
査
す
る
。 

 
 

 
⑷ 
世
界
イ
サ
ン
に
登
録
さ
れ
る
。 

 
 

 

⑸ 

将
来
の
生
活
習
慣
病
ヨ
ビ
軍
を
減
ら
す
。 

 第
2
問 
次
の
⑴
～
⑸
の
傍
線
を
引
い
た
カ
タ
カ
ナ
の
部
分
を
あ
ら
わ
す
言
葉
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
ア
～
エ
か
ら
一
つ
ず
つ
選

び
、
そ
の
記
号
を
解
答
欄
に
記
せ
。
（
配
点 

10
） 

  

⑴ 

月
に
一
度
は
棚
オ
ロ
し
を
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ア 

落 
 

 
 

イ 

下 
 

 
 

ウ 

降 
 

 
 

エ 

卸 

 

⑵ 

こ
の
一
球
に
優
勝
が
カ
か
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ア 

懸 
 

 
 

イ 

掛 
 

 
 

ウ 

係 
 

 
 

エ 

架 

 

⑶ 

あ
の
人
は
口
が
カ
タ
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ア 

固 
 

 
 

イ 

堅 
 

 
 

ウ 

硬 
 

 
 

エ 

難 
 

 

⑷ 

悲
し
い
音
楽
を
聴
い
て
カ
ン
シ
ョ
ウ
的
に
な
る
。 

 
 

 

ア 

観
賞 

 
 

イ 

勧
奨 

 
 

ウ 

感
傷 

 
 

エ 

干
渉 

 

⑸ 

ホ
ウ
ジ
ュ
ン
な
果
物
の
香
り
が
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 

ア 

放
純 

 
 

イ 

芳
醇 

 
 

ウ 

泡
潤 

 
 

エ 

豊
潤 

 

 

第
3
問 

次
の
⑴
～
⑸
の
傍
線
部
の
読
み
方
を
解
答
欄
に
記
せ
。
（
配
点 

10
） 

 

⑴ 

み
ご
と
に
初
陣
を
飾
る
。 

 
 

 

⑵ 

培
っ
た
才
能
を
活
か
す
。 

 
 

 

⑶ 

一
刻
の
猶
予
も
な
い
。 

 
 

 
 

 
 

 

⑷ 

会
社
の
定
款
を
読
む
。 

 
 

 
 

⑸ 
 

敏
捷
な
動
き
を
す
る
。 

 

第
4
問 

次
の
⑴
～
⑸
の
四
字
熟
語
の 

 
 

 

に
は
選
択
肢
の
平
仮
名
に
対
応
す
る
漢
字
一
字
が
入
る
。
そ
れ
ぞ
れ
漢
字
に
直
し
、
解
答
欄
に
記
せ
。

（
配
点 

10
） 
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国語 
 

⑴ 

創
意 

 
 

 

夫
夫
● 

⑵ 

臨
機 

 
 

 

変
● 

 

⑶ 

盛
者
必 

 
 

 
 

 

⑷ 

二
律
背 

 
 

夫
● 

⑸ 

理
路
整 

 
 

あ 

  

 第
5
問 
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
（
問
1
～
3
）
に
答
え
よ
。
た
だ
し
、
出
題
の
都
合
上
、
文
章
を
一
部
変
更
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
（
配

点 
10
） 

 

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
は
、
化
石
燃
料
、
核
燃
料
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
３
種
類
が
あ
り
ま
す
。 

化
石
燃
料
と
核
燃
料
は
地
中
か
ら
掘
り
出
し
て
く
る
の
で
、
い
つ
の
日
か
枯
渇
す
る
も
の
で
す
。
一
般
に
金
属
資
源
な
ど
は
、
鉱
山
か
ら
採
掘
が
始

ま
る
と
急
速
に
生
産
が
増
加
し
ま
す
が
、
い
つ
か
は
ピ
ー
ク
に
達
し
て
生
産
が
下
降
に
転
じ
、
最
終
的
に
は
閉
山
に
い
た
り
ま
す
。
実
際
に
こ
れ
ま
で

も
多
く
の
鉱
山
が
閉
山
に
な
り
、
⑴

こ
れ
は
化
石
燃
料
や
核
燃
料
に
つ
い
て
も
い
つ
か
は
訪
れ
る
運
命
と
言
っ
て
も
よ
い
も
の
で
す
。 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
太
陽
と
地
球
の
あ
る
限
り
利
用
で
き
る
持
続
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
り
、
水
力
、
バ
イ
オ
マ
ス
、
太
陽
光
・
太
陽
熱
、

風
力
、
波
力
、
海
洋
、
潮
汐
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

と
こ
ろ
で
、
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
い
う
の
は
堅
苦
し
い
表
現
で
す
。
英
語
で
は
「R

enew
able E

nergy

」
と
言
い
、Renew

able

と
い
う

の
は
「
再
び
新
し
く
な
る
」
と
い
う
意
味
で
す
。
「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
い
う
言
い
方
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら
も
太
陽
、
風
力
、
水
力
、

バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
の
自
然
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
流
れ
を
利
用
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
い
う
に

は
⑵

少
し
問
題
も
あ
り
ま
す
。
石
油
や
石
炭
も
自
然
界
か
ら
取
り
出
し
て
利
用
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
で
は
な
い
か
、
と
い
う

反
論
が
出
て
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
よ
り
正
確
な
日
本
語
と
し
て
、
堅
苦
し
い
で
す
が
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
し
て
い
る
の
で
す
。 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
比
較
し
て
み
ま
す
。
単
位
面
積
当
た
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
密
度
の
点
か
ら
み
る
と
、
水
力
と
地
熱
は
比
較
で
き
ま
せ
ん
が
、

〔 

Ａ 

〕>

〔 

Ｂ 

〕>
 

太
陽
光
・
太
陽
熱 

>

〔 

Ｃ 

〕
に
な
っ
て
い
ま
す
。
バ
イ
オ
マ
ス
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
密
度
は
太
陽
光
発
電
の
10
分
の
1
程

度
で
あ
り
、
波
力
発
電
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
密
度
は
、
風
力
発
電
の
数
倍
か
ら
10
倍
以
上
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
波
力
発
電
で
は
設
備
に
か
か
る
応
力
が
非

ぜ
ん 

 
 

く 
 

 

は
ん 

 
 

す
い 

 
 

お
う 
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常
に
大
き
く
海
水
に
よ
る
腐
食
も
あ
り
、
試
作
さ
れ
た
設
備
の
耐
久
性
が
問
題
に
な
り
ま
す
。
日
本
で
は
１
９
８
０
年
代
に
波
力
発
電
の
開
発
が
行
わ

れ
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
本
格
的
な
開
発
は
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

（
出
典 

槌
屋
治
紀
著
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
っ
て
な
に
？
」
『
地
球
と
つ
な
が
る
暮
ら
し
の
デ
ザ
イ
ン
』
木
楽
舎
） 

 問
1 

傍
線
部
⑴
「
こ
れ
」
の
指
し
て
い
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
ア
～
エ
か
ら
一

つ
ず
つ
選
び
、
そ
の
記
号
を
解
答
欄
に
記
せ
。 

  
 

ア 

地
中 

 
 

イ 

枯
渇 

 
 

ウ 

増
加 
 

 

エ 

下
降 

 

問
2 

傍
線
部
⑵
「
少
し
問
題
も
あ
り
ま
す
」
の
理
由
に
つ
い
て
説
明
し
た
次
の
文
章
を
読
ん

で
、
空
欄 

 
 

 

に
あ
て
は
ま
る
語
句
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
ア
～
エ
か
ら
一
つ
選

び
、
そ
の
記
号
を
解
答
欄
に
記
せ
。 

 

  
 

「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
呼
ぶ
と
、
自
然
界
か
ら
取
り
出
し
て
利
用
し
て
い
る
石
油
や
石
炭

も
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
石
油
や
石
炭
は
天
然
ガ
ス
と
と
も
に
一
般
的
に
「 

 
 

 

エ
ネ

ル
ギ
ー
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
太
陽
、
風
力
、
水
力
、
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
、
自
然
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
流
れ
．
．
を
利
用
す
る
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
は
区
別
し
て
分
類
さ
れ
て
い
る
か
ら
。 

  
 

ア 

電
気 

 
 

イ 

自
然 

 
 

ウ 

化
石 

 
 

エ 

核 

 

問
3 

空
欄
〔 

Ａ 

〕 

～
〔 

Ｃ 

〕
に
入
る
語
句
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ

 

表 日本における各種の再生可能エネルギーの比較 
再生可能 
エネルギー 

エネルギー利用密度と 
変換効率 年間設備利用率 

水力発電 雨水を貯水池にためるので非常に大きい 40〜55％ 
太陽光発電 太陽エネルギーは最大 1kW/㎡の密度、 

この 13〜15％を電気に変換する 
日本では 12％、平均年
間 1000 時間利用可能 

太陽熱 (熱利用) 太陽エネルギーの 30〜70％を熱として 
捕獲 

貯湯タンクで一年中利
用可能 

太陽熱発電 太陽光を鏡で集光して高温蒸気を作り 
タービンで発電する 

20％程度、蓄熱装置を
利用 

風力発電 風のエネルギーは風速の３乗に比例、1〜
20kW/㎡、その 25〜40％を利用可能 

20 ％ 以 上 な ら 経 済 的
に成立 

バイオマス 年間の太陽エネルギーの 1〜2％を固定 
生育量 5〜10 トン/ha 年 

いつでも利用可能な貯
蔵エネルギー 

地熱発電 地価の熱水と蒸気（50℃〜200℃以上） 63〜80％ 
波力発電 海外線 1m あたり 5〜25kW 30％程度 
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れ
ア
～
エ
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
そ
の
記
号
を
解
答
欄
に
記
せ
。
な
お
、
文
中
の
「 

>
 

」
の
記
号
は
、
「
前
者
が
後
者
よ
り
値
が
大
き
い
」
こ
と

を
意
味
し
ま
す
。
前
ペ
ー
ジ
に
示
し
た
表
「
日
本
に
お
け
る
各
種
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
比
較
」
も
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

  
 

ア 

水
力 

 
 

イ 

風
力 

 
 

ウ 

バ
イ
オ
マ
ス 

 
 

エ 

波
力 

 

第
6
問 
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
（
問
1
～
9
）
に
答
え
よ
。
た
だ
し
、
出
題
の
都
合
上
、
文
章
を
一
部
変
更
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
（
配

点 

50
） 

 

で
は
日
本
民
藝
館
の
こ
れ
ら
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
対
し
て
、
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
観
点
か
ら
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
い
え
る
の
だ
ろ
う
か
。 

 

ま
ず
単
純
に
驚
く
の
が
、
総
計
一
万
七
○
○
○
点
に
達
す
る
と
い
う
そ
の
数
で
あ
る
。
そ
れ
ほ
ど
の
資
産
家
で
も
な
か
っ
た
柳
が
一
代
で
こ
れ
だ
け

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
形
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
「
民
藝
」
の
大
半
が
無
名
の
工
人
の
制
作
し
た
日
用
雑
器
で
あ
り
、
タ
ダ
同
然
で
入
手
可
能
で
あ

っ
た
か
ら
だ
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
当
の
柳
も
「
若も

し
自
慢
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
集
め
た
品
物
の
内
容
に
対
し
、
消
費
し
た
金
額
が
、
吾
々

わ

れ

わ

れ

の
場
合

ほ
ど
少
量
な
例
は
他
に
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」(

「
民
藝
館
の
蒐
集

し
ゅ
う
し
ゅ
う

」)

と
自
画
自
賛
し
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。
民
藝
館
の
ａ

膨
大
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

は
、
柳
が
自
ら
定
め
た
「
民
藝
」
の
定
義
に
忠
実
に
工
芸
品
の
収
集
を
進
め
た
何
よ
り
の
①

証
左
で
あ
る
。 

 

次
に
驚
く
の
が
そ
の
ジ
ャ
ン
ル
の
広
が
り
で
あ
る
。
収
集
の
対
象
は
美
術
・
工
芸
の
ほ
ぼ
全
域
に
及
ん
で
い
る
ほ
か
、
「
民
画
」
「
民
窯
」
と
い
う
言

葉
が
示
す
よ
う
に
、
無
名
の
工
人
の
作
品
が
多
く
を
ｂ

占
め
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
地
域
的
な
広
が
り
に
し
て
も
、
北
海
道
、
沖
縄
を
含
め
た
日

本
全
土
、
朝
鮮
半
島
、
中
国
・
台
湾
や
欧
米
に
ま
で
及
ん
で
い
る(
以
前
民
藝
館
を
訪
れ
た
と
き
は
、
メ
キ
シ
コ
や
イ
ラ
ン
の
工
芸
品
も
展
示
さ
れ
て
い

た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
る)

。
こ
の
現
実
を
前
に
す
る
と
、
地
域
の
土
産
品
と
い
っ
た
感
想
が
全
く
の
的
外
れ
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。 

「
民
藝
」
の
美
術
館
の
設
立
に
向
け
て
ｃ

奔
走
し
て
い
た
当
時
、
柳
は
国
内
外
各
所
の
工
房
や
市
で
多
く
の
工
芸
品
に
接
し
、
そ
の
中
か
ら
自
ら
の
定

義
し
た
「
民
藝
」
の
基
準
に
か
な
う
工
芸
品
を
選よ

り
、
購
入
し
て
は
分
類
・
整
理
す
る
行
為
を
繰
り
返
し
て
い
た
。
工
芸
品
の
調
査
や
買
い
付
け
、
分
類

と
い
う
形
で
実
行
さ
れ
た
情
報
検
索
・
収
集
・
分
類
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
⑴

本
書
で
い
う
と
こ
ろ
の
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
そ
の
も
の
で
あ
る
。 
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そ
の
際
の
情
報
選
択
、
す
な
わ
ち
購
入
す
る
工
芸
品
の
選
択
は
い
か
な
る
基
準
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
現
在
、
国
公
立
の
美
術
館
で
は

新
規
に
作
品
を
購
入
す
る
場
合
に
は
、
複
数
の
有
識
者
に
よ
る
作
品
選
定
委
員
会
な
ど
の
合
議
を
通
じ
て
決
定
さ
れ
る
。
税
金
で
作
品
を
購
入
す
る
以

上
、
当
然
そ
の
使
途
に
は
厳
密
な
公
平
さ
が
求
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
り
、
私
立
美
術
館
で
も
こ
れ
に
準
ず
る
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多

い
。
と
こ
ろ
が
日
本
民
藝
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
形
成
は
こ
う
し
た
シ
ス
テ
ム
と
は
一
切
無
縁
で
あ
る
。
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
、
柳
宗
悦
と
い
う
一
個
人

の
趣
味
、
審
美
眼
に
ｄ

由
来
し
て
い
る
。
個
々
の
展
示
品
は
あ
く
ま
で
も
柳
の
審
美
眼
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
「
作
品
」
で
あ
っ
て
、
人
類
学
や
民
族
学
な

ど
の
学
問
的
見
地
か
ら
選
定
さ
れ
た
「
資
料
」
で
は
な
い
の
だ
。 

で
は
柳
の
選
択
基
準
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
若
い
頃
に
は
西
洋
美
術
を
、
ま
た
後
年
に
な
っ
て
も
ウ
ィ
ン
ザ
ー
風
の
英
国
家
具

を
愛
好
す
る
な
ど
、
柳
の
意
識
の
根
底
に
は
、
歳と

し

を
重
ね
た
後
で
も
貴
族
的
な
高
級
文
化
嗜
好

し

こ

う

が
残
存
し
て
い
た
。
一
方
で
朝
鮮
や
沖
縄
の
工
芸
へ
と

深
く
感
情
移
入
し
、
ア
イ
ヌ
や
台
湾
の
少
数
民
族
の
工
芸
を
も
収
集
対
象
と
し
た
柳
は
、
朝
鮮
の
工
芸
を
「
哀
傷
の
美
」
と
評
し
た
よ
う
に
、
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
へ
の
共
感
や
あ
る
種
の
泥
臭
さ
に
傾
倒
す
る
一
面
も
併
せ
持
っ
て
い
た
。
柳
の
内
面
に
は
相
互
に
矛
盾
し
た
複
数
の
嗜
好
が
併
存
し
て
お
り
、
そ

の
嗜
好
に
基
づ
く
価
値
判
断
に
よ
っ
て
選
ば
れ
る
日
用
雑
器
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
⑵

類
例
の
な
い
独
特
の
ア
ト
モ
ス
フ
ィ
ア
を
帯
び
る
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
の
柳
の
主
観
に
よ
っ
て
選
ば
れ
る

、
、
、
、
と
い
う
点
は
、
「
民
藝
」
の
特
徴
を
決
定
づ
け
る
要
素
で
あ
る
。 

 

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
も
っ
ぱ
ら
主
観
に
依
拠
し
た
収
集
に
は
、
例
え
ば
同
時
代
の
北
大
路

き

た

お

お

じ

魯
山
人

ろ

さ

ん

じ

ん

（
注
１
）
や
今こ

ん

和
次
郎
（
注
２
）
に
よ
る
批
判
も
存
在
し

た
。
魯
山
人
に
し
て
み
れ
ば
無
名
の
工
人
の
民
具
の
中
か
ら
一
部
の
も
の
の
み
を
選
ぶ
と
い
う
柳
の
姿
勢
に
は
鼻
持
ち
な
ら
な
い
エ
リ
ー
ト
臭
が
匂
っ

て
い
た
の
だ
ろ
う
し
、
ま
た
工
芸
に
は
鑑
賞
用
の
「
美
術
工
芸
」
と
実
用
的
な
「
平
民
工
芸
」
の
二
種
類
し
か
な
い
と
考
え
る
今
に
し
て
み
れ
ば
、
「
民

藝
」 

は
「
平
民
工
芸
」
の
中
か
ら
一
部
だ
け
を
②

恣
意
的
に
抜
き
取
っ
た
も
の
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。 

 

こ
こ
で
あ
る
一
つ
の
言
葉
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
世
間
で
は
、
多
く
の
凡
作
の
中
に
埋
も
れ
た
傑
作
を
見
出

み

い

だ

す
能
力
、
作
品
の
真
贋
を
的
確
に
見

抜
く
能
力
の
持
ち
主
を
「
目
利
き
」
と
い
う
。
「
目
利
き
」
は
様
々
な
分
野
に
存
在
す
る
が
、
骨
董

こ

っ

と

う

や
古
美
術
の
世
界
で
は
特
に
重
宝
さ
れ
る
印
象
が
あ

る
。
今
ま
で
の
論
旨
か
ら
す
る
と
、
柳
も
ま
た
「
目
利
き
」
の
一
人
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
も
不
思
議
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
柳
に
そ

う
し
た
資
質
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
だ
が
、
⑶

私
は
そ
の
こ
と
は
本
質
的
な
問
題
で
は
な
い
と
考
え
る
。
と
い
う
の
も
、
「
目
利
き
」
の
本
質
が
玉
石

混
淆

こ

ん

こ

う

の
中
か
ら
傑
作
を
選
び
出
す
こ
と
に
あ
る
の
に
対
し
て
、
「
民
藝
」
の
本
質
は
選
ば
れ
た
「
下
手
物
」
に
新
た
な
価
値
が
付
与
さ
れ
る
こ
と
に
あ
る
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か
ら
だ
。
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
観
点
か
ら
は
、
既
存
の
判
断
基
準
に
即
し
た
形
で
優
れ
た
も
の
を
選
ぶ
こ
と
と
、
選
ん
だ
も
の
に
よ
っ
て
新
し
い
価
値

を
形
成
す
る
こ
と
は
、
別
の
次
元
に
位
置
す
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。 

 

で
は
柳
が
自
ら
の
主
観
、
審
美
眼
に
よ
っ
て
数
あ
る
日
用
雑
器
の
中
か
ら
特
定
の
も
の
だ
け
を
選
び
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
し
た
「
民
藝
」
の
画

期
性
は
何
だ
ろ
う
か
。
換
言
す
れ
ば
、
そ
れ
は
新
し
い
価
値
を
生
み
出
し
た
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
れ
に
は
⑷

大
き
く
分
け
て
二
つ
の
側
面
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
。 

 

一
つ
は
、
「
民
藝
」
と
い
う
新
し
い
ジ
ャ
ン
ル
を
創
出
し
た
こ
と
だ
。
「
民
衆
的
工
藝
」
の
略
語
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
「
民
藝
」
は
工
芸
の
一
ジ
ャ

ン
ル
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
日
本
の
工
芸
に
は
近
代
化
以
前
か
ら
各
地
で
脈
々
と
継
承
さ
れ
て
き
た
伝
統
工
芸
の
諸
流
派
、
鑑
賞
用
の
美
術
工
芸

の
諸
流
派
、
海
外(

主
に
欧
米
諸
国)

の
美
意
識
や
技
法
に
多
く
を
依
拠
す
る
ク
ラ
フ
ト
な
ど
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
が
存
在
す
る
が
、
「
民
藝
」
は
こ
れ
ら
の

い
ず
れ
と
も
異
な
る
特
徴
を
持
つ
。
提
唱
さ
れ
て
一
〇
〇
年
近
く
経た

っ
た
現
在
、
全
国
各
地
で
総
計
二
八
の
民
藝
館(

ゆ
か
り
の
美
術
館
な
ど
を
含
む)

が
存
在
す
る
な
ど
一
定
の
存
在
感
を
持
ち
、
海
外
で
も
そ
の
名
を
知
ら
れ
て
い
る
。
技
術
的
、
造
形
的
な
特
徴
で
も
な
け
れ
ば
流
派
で
も
な
く
、
あ
く
ま

で
一
個
人
の
主
観
に
よ
っ
て
工
芸
の
一
ジ
ャ
ン
ル
を
形
成
し
た
こ
と
は
、
紛
れ
も
な
く
柳
の
③

慧
眼

け

い

が

ん

を
物
語
る
も
の
と
い
え
る
。 

 

も
う
一
つ
が
、
独
自
の
価
値
体
系
を
創
出
し
た
こ
と
だ
。
既
に
説
明
し
た
よ
う
に
、
「
民
藝
」
は
日
用
の
雑
器
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
も
の
で
あ
り
、
も

と
も
と
は
「
下
手
物
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
も
の
で
も
あ
る
の
で
、
そ
れ
自
体
は
非
常
に
安
価
に
入
手
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
個
々
の
雑
器
に
市
場
価

値
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
第
二
次
世
界
大
戦
前
に
収
集
し
た
作
品
は
、
最
も
高
額
な
も
の
で
も
九
○
○
円(

当
時)

だ
っ
た
と
い
う
。
加
え
て
作
者
は
無
名

の
工
人
ば
か
り
で
作
家
性
が
顧
み
ら
れ
る
こ
と
も
な
い
た
め
、
美
術
品
や
文
化
財
と
し
て
評
価
さ
れ
る
こ
と
も
ほ
と
ん
ど
な
い
。
開
館
か
ら
八
〇
年
以

上
経
っ
た
現
在
も
、
約
一
万
七
○
○
○
点
の
日
本
民
藝
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
う
ち
、
重
要
文
化
財
に
認
定
さ
れ
て
い
る
の
は
《
絵え

唐
津

が

ら

つ

芦あ

し

文も

ん

壺つ

ぼ

》
た
だ

一
点
で
あ
る
。 

 

市
場
価
値
も
ほ
と
ん
ど
な
け
れ
ば
、
美
術
品
や
文
化
財
と
し
て
の
価
値
が
認
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
、
無
数
の
「
下
手
物
」
を
な
ぜ
多
く
の
人

が
あ
り
が
た
が
り
、
わ
ざ
わ
ざ
鑑
賞
に
訪
れ
る
の
か
。
そ
れ
は
「
民
藝
」
そ
れ
自
体
に
価
値
が
あ
る
と
み
な
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
国
内
外
の
各
地
に
遍

在
し
た
無
数
の
「
⑸

下
手
物
」
の
う
ち
、
柳
の
眼
鏡
に
か
な
っ
た
一
部
が
選
り
す
ぐ
ら
れ
て
再
構
成
さ
れ
た
と
き
、
「
民
藝
」
と
名
付
け
ら
れ
た
そ
の
収

集
は
独
自
の
価
値
を
獲
得
し
た
。 
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美
術
史
家
や
骨
董
商
な
ど
が
価
値
を
認
め
て
い
な
い
「
下
手
物
」
に
い
ち
早
く
目
を
付
け
、
安
値
で
買
い
集
め
る
自
ら
の
行
為
を
、
柳
は
「
創
作
的
な

蒐
集
」
と
称
し
、
ま
た
「
蒐
集
と
呼
ぶ
か
ら
に
は
、
何
等
か
の
存
在
理
由
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。(

中
略)

蒐
集
は
ど
こ
ま
で
も
質
の
正
し
さ
を
追
う
べ

き
で
あ
る
。
そ
れ
で
な
い
と
存
在
の
意
味
が
淡
く
な
り
、
単
に
個
人
の
変
っ
た
性
癖
の
現
れ
に
過
ぎ
な
く
な
っ
て
了し

ま

う
」(

「
民
藝
館
の
蒐
集
」)

と
、
自

ら
の
価
値
判
断
に
基
づ
く
蒐
集
の
意
義
に
強
く
こ
だ
わ
っ
て
い
た
。
こ
の
「
創
作
的
な
蒐
集
」
は
本
書
で
い
う
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
ほ
ぼ
同
義
と
い
っ

て
よ
い
が
、
こ
の
言
葉
へ
の
言
及
が
示
す
よ
う
に
、
柳
は
収
集
に
よ
っ
て
新
た
な
価
値
を
つ
く
り
だ
す
こ
と
に
極
め
て
自
覚
的
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
鑑

賞
者
は
そ
の
価
値
の
総
体
を
見
に
来
る
の
だ
、
と
い
え
る
だ
ろ
う
。 

 

も
ち
ろ
ん
、
い
か
に
「
創
作
的
な
蒐
集
」
を
駆
使
し
よ
う
と
し
て
も
、
無
か
ら
有
を
生
む
こ
と
は
で
き
な
い
以
上
、
背
景
と
な
る
価
値
観
や
経
験
が
必

要
と
さ
れ
る
。
柳
が
「
民
藝
」
の
着
想
に
至
っ
た
の
に
は
い
く
つ
か
の
理
由
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
そ
の
中
で
も
こ
こ
で
は
特
に
重
要
と
思
わ
れ
る
も
の
を

指
摘
し
て
お
こ
う
。 

一
つ
が
そ
の
平
和
主
義
的
な
要
素
で
あ
る
。
柳
の
父
が
軍
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
既
に
触
れ
た
が
、
軍
国
少
年
で
あ
っ
た
時
期
は
短
く
、
学
習
院
で
「
白

樺
」
に
参
加
し
た
頃
に
は
既
に
平
和
主
義
を
志
向
し
て
い
た
よ
う
だ
。 

李
朝
工
芸
の
発
見
は
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
植
民
地
政
策
へ
の
反
対
運
動
と
密
接

に
関
連
し
て
い
た
し
、
柳
が
ト
ル
ス
ト
イ
の
『
戦
争
と
平
和
』
や
マ
ハ
ト
マ
・
ガ
ン
デ
ィ
ー
の
非
暴
力
・
非
服
従
主
義
を
絶
賛
し
た
こ
と
も
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
。
日
本
国
内
に
あ
っ
て
沖
縄
や
ア
イ
ヌ
の
工
芸
に
強
い
関
心
を
向
け
た
の
も
、
「
弱
者
」
と
し
て
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
共
感
に
よ
る
部
分

が
大
き
い
の
だ
ろ
う
。
日
本
民
藝
館
の
膨
大
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
に
、
刀
剣
や
銃
器
、
甲
冑

か
っ
ち
ゅ
う

と
い
っ
た
武
具
が
一
切
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
も
、
そ
の

平
和
主
義
的
な
側
面
を
物
語
る
。 

 

半
面
、
柳
の
平
和
主
義
は
そ
の
偽
善
性
を
厳
し
く
批
判
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。
柳
に
限
っ
た
話
で
は
な
い
が
、
「
白
樺
」
の
メ
ン
バ
ー
の
ユ
ー
ト

ピ
ア
思
想
は
し
ば
し
ば
世
間
知
ら
ず
の
お
坊
ち
ゃ
ん
の
夢
想
と
揶
揄

や

ゆ

さ
れ
て
い
た
し
、
事
実
、
戦
時
中
に
は
思
想
的
に
は
相
容

あ

い

い

れ
な
い
は
ず
の
大
政
翼

賛
会
へ
と
無
警
戒
に
接
近
し
、
日
本
の
傀
儡

か

い

ら

い

で
あ
っ
た
旧
満
州
国(

現
中
国
東
北
部)

を
「
美
の
国
」
と
し
て
称
賛
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
す
ら
あ
る
。
柳
は

満
州
へ
と
ｅ

赴
き
、
現
地
の
工
芸
の
調
査
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
私
も
数
年
前
に
旧
満
州
国
時
代
の
遺
構
を
い
く
つ
か
調
査
し
て
回
っ
た
こ
と
が
あ
る

が
、
そ
れ
ら
の
施
設
は
、
長
い
年
月
が
経
過
し
た
現
在
も
、
か
つ
て
日
本
が
こ
の
人
工
国
家
で
行
っ
た
様
々
な
実
験
の
ｆ

痕
跡
を
濃
厚
に
と
ど
め
て
い

た
。 
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ま
た
し
ば
し
ば
そ
の
画
期
性
が
評
価
さ
れ
る
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
植
民
地
政
策
批
判
に
し
て
も
、
朝
鮮
人
の
対
日
独
立
を
積
極
的
に
支
援
す
る
も
の

で
は
な
か
っ
た
。
「
哀
傷
の
美
」
と
い
う
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
結
局
は
日
本
の
植
民
地
支
配
と
い
う
現
実
を
黙
認
し
つ
つ
、
自
ら
の
美
的
な
趣

味
を
語
っ
て
い
る
だ
け
で
は
な
い
か
と
の
批
判
は
、
柳
没
後
か
ら
約
半
世
紀
が
経
過
し
た
現
在
も
絶
え
る
こ
と
が
な
い
。 

 
二
つ
め
は
、
仏
教
思
想
の
影
響
で
あ
る
。
柳
は
一
時
期
他
力
系
の
仏
教
、
と
り
わ
け
浄
土
真
宗
に
深
い
関
心
を
寄
せ
て
い
た
。
浄
土
真
宗
は
悪
人
で
も

救
済
の
可
能
性
が
あ
る
と
す
る
「
悪
人
正
機
」
を
大
き
な
特
徴
と
す
る
が
、
柳
は
こ
れ
を
「
民
藝
」
へ
と
引
き
寄
せ
、
決
し
て
天
賦
の
才
の
持
ち
主
と
は

い
え
な
い
無
名
の
工
人
で
あ
っ
て
も
、
優
れ
た
美
を
生
み
出
す
可
能
性
が
あ
る
も
の
と
し
て
読
み
替
え
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。 

 

さ
ら
に
独
特
な
の
が
「
無
対
辞
」
と
い
う
概
念
の
理
解
で
あ
る
。
仏
教
思
想
に
ｇ

疎
い
私
が
適
切
に
要
約
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
「
無
対
辞
」
と
は

世
界
を
善
悪
や
美
醜
と
い
っ
た
弁
証
法
的
な
二
元
論
で
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、
一
切
の
対
立
を
包
み
込
ん
だ
「
一
」
な
る
も
の
と
し
て
の
仏(

神)

の

境
地
に
達
す
る
こ
と
を
理
想
と
み
な
す
思
想
で
あ
る
と
い
え
る
。
「
柳
に
風
」
「
暖
簾

の

れ

ん

に
腕
押
し
」
な
ど
の
言
葉
に
片
鱗

へ

ん

り

ん

が
現
れ
る
そ
の
概
念
に
、
柳
は

若
い
頃
か
ら
一
貫
し
て
関
心
を
抱
い
て
い
た
ら
し
い
。 

 

一
つ
だ
け
例
を
挙
げ
て
お
こ
う
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
学
生
時
代
の
柳
は
西
洋
美
術
に
熱
中
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
そ
の
数
年
後
に
訪
れ
た
李
朝

工
芸
と
の
出
会
い
は
し
ば
し
ば
美
的
関
心
の
移
行
の
き
っ
か
け
と
し
て
語
ら
れ
て
き
た
の
だ
が
、
柳
の
評
伝
『
柳
宗
悦
―
「
無
対
辞
」
の
思
想
』
の
中

で
、
松
竹

ま

つ

た

け

洸こ

う

哉や

は
「
ブ
レ
イ
ク
、
更
に
は
民
藝
論
と
そ
の
後
に
至
る
宗
悦
の
美
の
思
想
は
、
事
物
に
内
在
す
る
『
真
性
』
を
直
覚
し
て
い
く
な
か
で
、
自

ら
の
生
を
普
遍
的
世
界
に
繋つ

な

い
で
い
く
志
向
性
に
お
い
て
一
貫
し
て
い
た
」
と
断
言
す
る
。
一
見
断
絶
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
柳
の
関
心
に
実
は
明

ら
か
な
連
続
性
が
認
め
ら
れ
る
と
の
指
摘
に
は
、
私
も
賛
成
で
あ
る
。 

 

三
つ
め
は
ア
ー
ツ
・
ア
ン
ド
・
ク
ラ
フ
ツ
運
動
か
ら
の
影
響
で
あ
る
。
ア
ー
ツ
・
ア
ン
ド
・
ク
ラ
フ
ツ
運
動
と
は
一
九
世
紀
後
半
の
イ
ギ
リ
ス
に
出
現

し
た
美
術
工
芸
運
動
で
、
産
業
革
命
に
よ
る
社
会
構
造
の
転
換
で
ｈ

粗
悪
な
日
用
品
が
大
量
に
市
場
に
出
回
っ
た
こ
と
へ
の
反
発
か
ら
、
中
世
を
理
想
と

仰
ぎ
、
手
仕
事
へ
の
回
帰
を
目
指
そ
う
と
し
た
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ブ
レ
イ
ク
に
関
心
を
抱
い
て
い
た
柳
は
、
そ
の
関
心
の
延
長
線
上
で
ご
く
自
然
に
ア
ー

ツ
・
ア
ン
ド
・
ク
ラ
フ
ツ
運
動
の
中
心
を
担
っ
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
や
、
モ
リ
ス
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
美
術
評
論
家
ジ
ョ
ン
・
ラ
ス
キ
ン
の
思

想
に
も
接
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。
一
九
二
九
年
に
は
、
柳
が
ア
ー
ツ
・
ア
ン
ド
・
ク
ラ
フ
ツ
運
動
の
拠
点
で
あ
っ
た
ケ
ル
ム
ス
コ
ッ
ト
を
訪
れ
た
記
録
が
残

さ
れ
て
い
る
。 

ア
ー
ツ
・
ア
ン
ド
・
ク
ラ
フ
ツ
運
動
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
な
自
然
志
向
は
「
白
樺
」
と
も
通
じ
る
部
分
が
大
き
く
、
柳
も
共
感
を
寄
せ
た
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こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。 

 

民
藝
運
動
を
創
始
し
た
当
初
か
ら
、
民
藝
と
ア
ー
ツ
・
ア
ン
ド
・
ク
ラ
フ
ツ
と
の
類
似
を
指
摘
す
る
意
見
は
存
在
し
た
。
柳
は
戦
後
に
発
表
し
た
「
民

藝
の
立
場
」(

一
九
五
四)

で
、
「
私
共
の
民
藝
運
動
は
、
決
し
て
モ
リ
ス
に
由
来
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
、
民
藝
と
ア
ー
ツ
・
ア
ン
ド
・
ク
ラ
フ
ツ
の

違
い
を
強
調
し
て
い
る
が
、
客
観
的
に
見
て
影
響
を
一
切
受
け
な
か
っ
た
と
考
え
る
こ
と
は
明
ら
か
に
不
自
然
だ
ろ
う
。 

 

で
は
⑹

な
ぜ
、
柳
は
民
藝
と
ア
ー
ツ
・
ア
ン
ド
・
ク
ラ
フ
ツ
の
違
い
を
強
調
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
前
に
触
れ
た
よ
う
に
、
柳
が
「
民
藝
」
を
発
案
し
た

の
は
李
朝
工
芸
に
触
れ
た
こ
と
が
大
き
な
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
が
、
中な

か

見み

真
理

ま

り

に
よ
れ
ば
、
一
九
一
〇
年
代
後
半
か
ら
、
柳
は
日
本
の
工
芸
が
朝
鮮
や

中
国
の
模
倣
で
は
な
い
の
か
と
い
う
疑
い
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
日
本
独
自
の
造
形
は
何
か
と
考
え
、
「
民
藝
」
へ
と
至
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。

「
外
来
の
手
法
に
陥
ら
ず
他
国
の
模
倣
に
終
ら
ず
、
凡す

べ

て
の
美
を
故
国
の
自
然
と
血
と
か
ら
汲
ん
で
、
民
族
の
存
在
を
鮮
か
に
示
し
た
。
恐
ら
く
美
の

世
界
に
於お

い

て
、
日
本
が
独
創
的
日
本
た
る
事
を
最
も
著
し
く
示
し
て
い
る
の
は
、
此こ

の

『
下
手
も
の
』
の
領
域
に
於
て
で
あ
ろ
う
」
と
「
設
立
趣
意
書
」
で

も
は
っ
き
り
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
確
か
に
、
柳
の
主
観
に
大
き
く
依
拠
し
つ
つ
日
本
文
化
の
独
自
性
を
確
立
し
よ
う
と
し
た
「
民
藝
」
と
、
産
業
革
命

以
後
の
社
会
変
革
へ
の
異
議
申
し
立
て
で
あ
っ
た
ア
ー
ツ
・
ア
ン
ド
・
ク
ラ
フ
ツ
の
在
り
方
は
、
そ
の
根
本
に
お
い
て
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
と
い
わ

ね
ば
な
る
ま
い
。 

 

一
九
六
一
年
に
柳
が
他
界
し
て
か
ら
既
に
六
〇
年
近
い
歳
月
が
経
過
し
た
。
柳
が
設
立
し
た
日
本
民
藝
館
は
そ
の
後
も
精
力
的
に
活
動
を
展
開
し
て

お
り
、
現
在(

二
〇
二
〇
年
一
二
月)

は
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
深
澤
直
人
が
五
代
目
の
館
長
と
し
て
ｉ

手
腕
を
振
る
っ
て
い
る
。
そ
の
他
全
国
に
は

現
在
二
八
の
民
藝
館
が
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
活
動
を
展
開
し
て
お
り
、
そ
れ
以
外
の
施
設
で
も
「
民
藝
」
の
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
は
珍
し
く
な

い
。
柳
と
行
動
を
共
に
し
た
同
人
作
家
の
活
動
も
そ
れ
ぞ
れ
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
し
、
ま
た
収
集
家
と
い
う
意
味
で
は
、
柳
に
李
朝
工
芸
を
手
ほ
ど
き

し
た
浅
川
伯
教

の

り

た

か

・
巧

た
く
み

兄
弟
の
よ
う
な
同
時
代
人
や
、
美
術
評
論
家
の
青
山
二
郎
や
白
洲
正
子
と
い
っ
た
後
進
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
施
設
や
人
々
は
、
み
な
そ
れ
ぞ
れ
の
流
儀
で
「
民
藝
」
を
継
承
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。 

 

だ
が
私
は
、
以
上
の
誰
で
も
な
く
、
こ
こ
で
は
杉
本
博
司

ひ

ろ

し

を
「
民
藝
」
の
後
継
者
と
み
な
し
た
い
。
世
界
的
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
知
ら
れ
る
杉
本

だ
が
、
柳
と
血
縁
や
師
弟
関
係
な
ど
の
つ
な
が
り
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
民
藝
思
想
の
影
響
を
公
言
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い(

本
人
は
し
ば
し
ば

「
数
寄
者
」
を
自
称
し
て
い
る)

。
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
の
よ
う
な
強
引
な
仮
説
を
立
て
た
の
は
、
「
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
る
価
値
形
成
」
に
焦
点
を
合
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わ
せ
て
み
た
と
き
、
⑺

最
も
後
継
者
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
存
在
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。 

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
対
応
す
る
日
本
語
は
「
収
集
」
だ
が
、
「
蒐
集
」
と
表
記
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
両
者
を
は
っ
き
り
と
区
別
で
き
る
わ
け
で
は
な
い

が
、
後
者
は
古
美
術
や
骨
董
で
多
く
言
及
さ
れ
る
な
ど
、
コ
レ
ク
タ
ー
の
趣
味
を
強
調
す
る
場
合
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
だ
。
し
て
み
る
と
、

「
創
作
的
な
蒐
集
」
を
④

標
榜
す
る
だ
け
あ
っ
て
、
柳
の
趣
味
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
た
「
民
藝
」
も
「
蒐
集
」
の
所
産
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
私
が
こ
こ
で

杉
本
の
名
を
挙
げ
た
の
は
、
彼
が
現
在
最
も
「
蒐
集
」
の
成
果
に
自
覚
的
な
一
人
、
い
う
な
れ
ば
「
創
作
的
な
蒐
集
」
の
実
践
者
だ
か
ら
で
あ
る
。
私
は

杉
本
の
収
集
の
一
部
を
「
杉
本
博
司 

趣
味
と
芸
術
―
味
占
郷
／
今
昔
三
部
作
」
展(

千
葉
市
美
術
館
、
二
〇
一
五
年)

、
「
杉
本
博
司
ロ
ス
ト
・
ヒ
ュ
ー

マ
ン
」
展 

(

東
京
都
写
真
美
術
館
、
二
〇
一
六
年)

、
「
杉
本
博
司 

瑠
璃
の
浄
土
」
展(

京
都
市
京
セ
ラ
美
術
館
、
二
〇
二
〇
年)

 

な
ど
で
見
る
機
会
が

あ
っ
た
。
杉
本
と
民
藝
運
動
の
間
に
は
何
の
接
点
も
な
い
が
、
こ
こ
に
は
「
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
る
価
値
形
成
」
と
い
う
一
点
で
共
通
点
を
見
出
す
こ
と

が
で
き
る
。 

 

杉
本
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
射
程
は
広
く
、
自
ら
の
ｊ

商
い
の
対
象
で
あ
っ
た
骨
董
や
古
美
術
の
他
、
化
石
や
下
手
物
も
含
ま
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

「
ロ
ス
ト
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
」
展
の
会
場
に
展
示
さ
れ
て
い
た
旧
満
州
国
の
勲
章
や
看
板
、
マ
ン
ホ
ー
ル
の
蓋ふ

た

の
類
は
、
本
人
を
は
じ
め
と
す
る
ご
く
一
部

の
人
間
に
し
か
価
値
が
な
い
と
い
う
点
か
ら
も
、
下
手
物
と
い
う
以
外
に
形
容
す
べ
き
言
葉
が
見
つ
か
ら
な
い
。
そ
れ
に
し
て
も
気
に
な
る
の
は
、
個
々

の
品
の
価
格
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
杉
本
が
い
か
に
し
て
こ
れ
ら
の
下
手
物
の
所
在
を
突
き
止
め
、
入
手
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
こ
で
、
現
在
の

よ
う
に
作
家
と
し
て
多
忙
に
な
る
以
前
に
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
古
美
術
商
と
し
て
生
計
を
立
て
て
い
た
と
し
ば
し
ば
回
顧
し
て
い
た
こ
と
が
思
い
起

こ
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
形
成
に
あ
た
っ
て
は
、
古
美
術
商
と
し
て
の
経
験
を
通
じ
て
培
わ
れ
た
独
自
の
情
報
網
が
大
き
く
も
の
を
い

っ
た
に
違
い
な
い
。 

こ
れ
ら
の
古
美
術
や
下
手
物
は
一
見
何
の
脈
絡
も
な
い
が
、
一
つ
の
空
間
の
中
で
同
居
す
る
と
き
に
見
事
な
調
和
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。

杉
本
の
作
品
が
「
時
間
」
「
終
焉

し
ゅ
う
え
ん

」
「
永
遠
」
と
い
っ
た
⑤

コ
ン
セ
プ
ト
に
よ
っ
て
厳
密
に
統
合
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
彼
は
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
の
展
示
に
あ
た
っ
て
も
作
品
制
作
と
同
じ
原
理
を
導
入
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
彼
の
収
集
が
柳
の
そ
れ
と
も
通
じ
る
と
こ
ろ
が

大
き
い
と
感
じ
ら
れ
た
理
由
の
一
端
で
も
あ
る
。 

 

こ
こ
で
杉
本
が
茶
道
に
も
造
詣
が
深
い
こ
と
を
思
い
起
こ
し
て
お
き
た
い
。
二
〇
一
四
年
の
夏
、
私
は
杉
本
が
ヴ
ェ
ニ
ス
の
す
ぐ
南
に
位
置
す
る
サ
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ン
・
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・
マ
ッ
ジ
ョ
ー
レ
島
の
一
角
に
構
え
た
ガ
ラ
ス
の
茶
室
を
見
た
こ
と
が
あ
る
。
キ
ュ
ー
ブ
状
の
ガ
ラ
ス
張
り
の
茶
室
は
、
わ
ず
か
二
畳

あ
ま
り
の
極
小
の
空
間
に
躙
口

に
じ
り
ぐ
ち

を
設
け
、
茶
器
を
的
確
に
収
め
た
、
千
利
休
の
「
待
庵

た

い

あ

ん

」
を
彷
彿

ほ

う

ふ

つ

と
さ
せ
る
作
品
だ
っ
た
。
杉
本
は
し
ば
し
ば
利
休
に
つ

い
て
言
及
し
て
い
る
が
、
特
に
私
の
印
象
に
強
く
残
っ
て
い
る
の
は
以
下
の
一
節
で
あ
る
。 

 

 
茶
を
喫
す
る
と
い
う
日
常
的
な
行
為
を
、
ア
ー
ト
へ
と
高
め
た
の
は
千
利
休(

一
五
二
二
～
一
五
九
一)

で
あ
り
ま
し
た
。
客
を
招
き
、
そ
の
客
の

為
に
掛
け
る
書
画
を
選
び
、
花
を
入
れ
、
茶
碗
を
吟
味
し
、
さ
ら
に
は
料
理
に
も
季
節
の
趣
向
を
こ
ら
す
。
そ
れ
ら
の
取
り
合
わ
せ
か
ら
生
ま
れ
る

予
想
外
な
美
を
、
利
休
は
客
と
共
に
楽
し
み
ま
し
た
。
予
想
外
と
は
、
価
値
の
転
換

、
、
、
、
、
で
あ
り
、
捏
造
を
も
意
味
し
ま
す
。 

 

(

『
ア
ー
ト
の
起
源
』
／
傍
線
及
び
傍
点
は
引
用
者)

 
 

 

「
趣
味
と
芸
術
」
展
の
カ
タ
ロ
グ
で
は
、
架
空
の
料
亭
で
あ
る
「
味
占
郷
」
を
舞
台
に
、
板
前
に
扮ふ

ん

し
た
杉
本
が
、
様
々
な
客
を
ま
さ
に
傍
線
部
の
よ

う
な
趣
向
で
も
て
な
し
た
様
子
が
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
壁
に
ど
の
よ
う
な
書
画
を
掛
け
る
か
、
ど
の
よ
う
な
花
を
生
け
る
か
、
ど
の
よ
う
な
料

理
を
ふ
る
ま
う
か
は
、
客
の
嗜
好
な
ど
に
よ
っ
て
そ
の
都
度
異
な
る(

例
え
ば
、
浅
田
彰
の
あ
る
ブ
ロ
グ
記
事
に
よ
る
と
、
彼
と
磯
崎

い

そ

ざ

き

新
あ
ら
た

が
も
て
な
し
を

受
け
た
部
屋
に
は
、
堀
口
捨
己

す

て

み

と
白
井
晟せ

い

一い

ち

の
書
が
掛
け
ら
れ
て
い
た
と
い
う
（
注
３
）)

。 

高
価
な
骨
董
か
ら
奇
天
烈

き

て

れ

つ

な
下
手
物
に
至
る
ま
で
、
個
々
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
現
在
の
持
ち
主
に
辿
り
着
く
ま
で
に
様
々
な
来
歴
を
有
し
て
お
り
、

そ
れ
が
独
自
の
価
値
形
成
に
一
役
買
っ
て
い
る
。
杉
本
が
「
味
占
郷
」
の
も
て
な
し
で
行
っ
て
い
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
来
歴
を
持
つ
数
多

あ

ま

た

の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
を
狭
い
空
間
の
中
で
統
合
し
て
一
つ
の
価
値
を
生
み
出
す
作
業
だ
と
い
っ
て
よ
い
。
杉
本
が
「
価
値
の
転
換
」
や
「
捏
造

ね

つ

ぞ

う

」
と
呼
ぶ
こ
れ
ら
の

作
業
は
、
紛
れ
も
な
く
彼
が
長
ら
く
生
業
と
し
て
き
た
古
美
術
・
骨
董
商
や
深
い
関
心
を
寄
せ
る
茶
道
の
世
界
で
洗
練
さ
れ
た
知
恵
の
延
長
線
上
に
あ

る
。
加
え
て
こ
の
手
法
は
、
先
行
作
品
の
文
脈
を
踏
ま
え
つ
つ
、
既
存
の
文
脈
に
新
し
い
意
味
を
付
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
作
品
と
し
て
の
価
値
を
確

立
し
て
い
く
現
代
美
術
の
流
儀
と
も
共
通
す
る
部
分
が
大
き
い
。
「
価
値
の
転
換
」
に
せ
よ
「
捏
造
」
に
せ
よ
情
報
の
収
集
や
取
捨
選
択
な
し
で
は
起
こ

る
は
ず
も
な
く
、
そ
の
意
味
で
は
こ
れ
ら
の
も
て
な
し
の
作
業
も
ま
た
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
そ
の
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。 

 

柳
に
せ
よ
杉
本
に
せ
よ
、
稀
代

き

た

い

の
コ
レ
ク
タ
ー
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
し
、
こ
れ
と
い
っ
た
財
産
も
独
自
の
審
美
眼
も
持
た
な
い
人
間
が
一
代
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で
こ
れ
ほ
ど
の
収
集
を
な
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
だ
が
彼
ら
ほ
ど
の
ス
ケ
ー
ル
で
は
な
く
て
も
、
独
自
の
基
準
に
基
づ
く
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
に
よ
っ
て
新
し
い
価
値
を
生
み
出
す
こ
と
は
、
ジ
ャ
ン
ル
の
如
何

い

か

ん

を
問
わ
ず
誰
で
も
可
能
な
は
ず
で
あ
る
。
彼
ら
の
「
創
作
的
な
蒐
集
」
か
ら
は
、

「
価
値
を
生
み
出
す
生
き
方
」
を
大
い
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。 

（
出
典 

暮
沢
剛
巳
著
『
拡
張
す
る
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン 

価
値
を
生
み
出
す
技
術
』
集
英
社
新
書
） 

（
注
１
）
北
大
路
魯
山
人
…
日
本
の
芸
術
家
。 

（
注
２
）
今
和
次
郎
…
日
本
の
建
築
学
者
、
民
俗
学
研
究
者
。 

（
注
３
）
磯
崎
新
、
堀
口
捨
己
、
白
井
晟
一
…
い
ず
れ
も
日
本
の
建
築
家
。 

 

問
1 

文
中
の
二
重
傍
線
部
ａ
～
ｊ
の
読
み
方
を
解
答
欄
に
記
せ
。 

 

問
2 

太
傍
線
部
①
～
⑤
の
本
文
で
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
ア
～
エ
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
記
号
を
解
答
欄
に
記
せ
。 

 

①
「
証
左
」 

 
 

 
 

ア 

き
っ
か
け 

 
 

 

イ 

前
提
条
件 

 
 

 
 

 

ウ 

裏
付
け 

 
 

 
 

 
 

エ 

情
報
源 

 

②
「
恣
意
的
に
」 

 
 

ア 

無
作
為
に 

 
 

 
イ 

機
械
的
に 

 
 

 
 

 

ウ 

独
断
的
に 

 
 

 
 

 

エ 

無
定
見
に 

 

③
「
慧
眼
」 

 
 

 
 

ア 

物
事
の
要
点 

 
 

イ 

本
質
を
見
抜
く
力 

 
 

ウ 

国
際
的
な
視
野 

 
 

 

エ 

厳
格
な
価
値
観 

 

④
「
標
榜
す
る
」 

 
 

ア 

目
標
と
す
る 

 
 

イ 

規
準
に
据
え
る 

 
 

 

ウ 

表
向
き
の
看
板
と
す
る 

エ 

は
っ
き
り
と
掲
げ
示
す 

 

⑤
「
コ
ン
セ
プ
ト
」 

 

ア 

基
本
的
な
構
想 

 

イ 

創
作
物
の
題
材 

 
 

 
ウ 

芸
術
の
原
理 

 
 

 
 

エ 

商
品
的
な
価
値 
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問
3 

傍
線
部
⑴
「
本
書
で
い
う
と
こ
ろ
の
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
そ
の
も
の
で
あ
る
」
に
つ
い
て
、
本
文
で
の
「
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
に
つ
い
て
最
も
端

的
に
説
明
し
て
い
る
箇
所
を
本
文
中
か
ら
探
し
、
解
答
欄
に
合
う
よ
う
に
二
十
五
字
以
上
三
十
字
以
内
で
抜
き
出
し
て
解
答
欄
に
記
せ
。
読
点
等
も

一
字
と
数
え
る
。 

 
 

問
4 

傍
線
部
⑵
「
類
例
の
な
い
独
特
の
ア
ト
モ
ス
フ
ィ
ア
を
帯
び
る
こ
と
に
な
っ
た
」
の
は
な
ぜ
か
。
筆
者
の
考
え
を
踏
ま
え
、
本
文
中
の
言
葉
を

用
い
て
五
十
字
以
上
六
十
字
以
内
で
説
明
せ
よ
。
読
点
等
も
一
字
と
数
え
る
。 

 

問
5 

傍
線
部
⑶
「
私
は
そ
の
こ
と
は
本
質
的
な
問
題
で
は
な
い
と
考
え
る
」
に
つ
い
て
、
筆
者
が
そ
の
よ
う
に
考
え
る
理
由
に
つ
い
て
説
明
し
た
次

の
文
章
を
読
ん
で
、
空
欄
〔 
Ｘ 

〕
に
あ
て
は
ま
る
説
明
文
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
ア
～
エ
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
記
号
を
解
答
欄
に
記

せ
。 

  
 

 

柳
宗
悦
が
行
っ
た
こ
と
は
、
玉
石
混
淆
の
中
か
ら
傑
作
を
選
び
出
す
と
い
う
従
来
の
目
利
き
が
行
う
こ
と
と
は
全
く
異
な
り
、
〔 

Ｘ 

〕
と
い

う
こ
と
で
あ
っ
た
か
ら
。 

 
 

 

 
 

ア 

多
く
の
凡
作
の
中
に
埋
も
れ
た
傑
作
を
見
出
す 

 
 

 
 

 

イ 

既
存
の
価
値
基
準
に
即
し
た
形
で
優
れ
た
も
の
を
選
ぶ 

ウ 

作
品
の
真
贋
を
的
確
に
見
抜
く 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

エ 

選
ん
だ
も
の
に
よ
っ
て
新
し
い
価
値
を
形
成
す
る 

 

問
6 

傍
線
部
⑷
「
大
き
く
分
け
て
二
つ
の
側
面
が
あ
る
」
と
あ
る
が
、
こ
の
「
二
つ
の
側
面
」
を
最
も
端
的
に
述
べ
て
い
る
箇
所
を
そ
れ
ぞ
れ
本
文

中
か
ら
探
し
、
過
不
足
な
く
抜
き
出
し
て
解
答
欄
に
記
せ
。 
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国語 

問
7 

傍
線
部
⑸
「
下
手
物
」
が
指
し
て
い
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
ア
～
エ
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
記
号
を
解
答
欄
に
記
せ
。 

 

ア 

日
用
雑
器 

 
 

 

イ 

美
術
品 

 
 

 

ウ 

ク
ラ
フ
ト 

 

エ 

文
化
財 

 

問
8 

傍
線
部
⑹
「
な
ぜ
、
柳
は
民
藝
と
ア
ー
ツ
・
ア
ン
ド
・
ク
ラ
フ
ツ
の
違
い
を
強
調
す
る
の
だ
ろ
う
か
」
に
つ
い
て
、
筆
者
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。
解
答
欄
に
合
う
よ
う
に
、
本
文
中
の
言
葉
を
用
い
て
三
十
字
以
内
で
説
明
せ
よ
。
読
点
等
も
一
字
と
数
え
る
。 

 

問
9 

傍
線
部
⑺
「
最
も
後
継
者
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
存
在
と
考
え
ら
れ
る
」
に
つ
い
て
、
筆
者
は
な
ぜ
そ
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。
そ
の
理
由

に
つ
い
て
端
的
に
述
べ
て
い
る
箇
所
を
本
文
中
か
ら
探
し
、
解
答
欄
に
合
う
よ
う
に
、
四
十
字
以
内
で
抜
き
出
し
て
解
答
欄
に
記
せ
。
読
点
等
も
一

字
と
数
え
る
。 

 

20220202



2022 年 度 
 

一 般 選 抜 試 験 問 題 
 

 

英  語 

 

 

（60 分） 
 

（100 点） 

 

 

 

注 意 事 項 
 

１． 試験開始の指示があるまで，この問題冊子の中を見てはいけません。 

２． 工学部は，国語・英語のいずれか 1 教科を選択，感性デザイン学部

は，国語・英語・数学の中から２教科を選択して解答しなさい。 

３． 問題冊子の印刷不鮮明，ページの落丁・乱丁等がある場合は，手を

挙げて試験監督者に知らせなさい。 

４． 筆記用具は，黒鉛筆または黒のシャープペンシルに限ります。 

５． 解答用紙に受験番号を記入しなさい。 

６． 解答は，必ず解答用紙の指定された箇所に記入しなさい。 

７． 試験終了後，問題冊子は持ち帰りなさい。 

 

  前期（２月２日）用  

20220202



 
 
 
英語 

第１問 次の 1 と 2 の発話に対する応答として適切なものを、それぞれア～コのう

ちから四つずつ選び、その記号を記せ。それぞれの記号は一度しか使えないので注意す

ること。（配点 16） 

 
 
1. Shall we go for a drive tomorrow? 
 
2. Which smartphone do you recommend? 
 
 
 
ア Sure thing! 
イ Sounds great. 
ウ Whichever you like. 
エ Try the latest model. 
オ You can recognize it. 
カ I think this is the best. 
キ Because your car was sold. 
ク Sorry, I already have plans. 
ケ How about the one I am using? 
コ What time do you want to leave? 
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英語 

第２問 次の 1～6 の発話に対する応答として最も適切でないものを、それぞれア～

エのうちから一つずつ選び、その記号を記せ。（配点 12） 
 
 
1. Don’t be late for school! 
 

ア No, I won’t. 

イ I’m changing my clothes now. 

ウ Yes, I should. 

エ School starts at 10 today! 

 
 
 
 
 
2. Can I borrow your skateboard? 
 

ア It’s partially broken. 

イ No, I can’t. 

ウ Go ahead. 

エ David has already taken it out. 

 
 
 
 
 
3. Would you like to have some dessert? 
 

ア I’m full. 

イ I’d love to. 

ウ Yes, a little please. 

エ Here you are. 
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英語 

4. It’s difficult to find friends. 
 

ア Let’s make up. 

イ I know how you feel. 

ウ I had the same problem. 

エ We will be always on your side. 

 
 
 
 
 
5. How do you feel about life in Japan? 

 
ア Terrific! 

イ Have a happy life! 

ウ Everything is so different. 

エ Many things to learn. 

 
 
 
 
 
6. What’s the trouble? 
 

ア This machine is out of order. 

イ Her PC gets frozen so often. 

ウ You will deliver information. 

エ I can see my boss on the monitor, but I can’t hear him. 
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英語 

第３問 次の英文 1～5 の (     ) の中に入れるのに最も適切な語句の組み合わせを、

それぞれ A～D のうちから一つずつ選び、その記号を記せ。（配点 15） 

 
 
1. (  ア  ) in to see us any (  イ  ) you are in Japan. 
 
 

A ア Drop イ time 
B ア Dropping イ time 
C ア Drop イ times 
D ア Dropping イ times 

 
 
 
 
 
2. They were about to (  ア  ) in November but had to put off the marriage (  イ  ) 

December. 
 
 

A ア be married イ until 
B ア marry イ until 
C ア be married イ by 
D ア marry イ by 

 
 
 
 
 
3. Thanks to (  ア  ), prices of some flowers (  イ  ) sharply. 
 
 

A ア the heavy rain イ rose 
B ア the heavy rain イ raised 
C ア rain heavily イ rose 
D ア rain heavily イ raised 
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英語 

4. If it (  ア  ) fresh, the fruit might (  イ  ). 
 
 

A ア were イ help him recovered 
B ア were イ have helped him recover 
C ア had been イ help him recovered 
D ア had been イ have helped him recover 

 
 
 
 
 
5. (  ア  ) it was so noisy in the classroom, I couldn’t make myself (  イ  ). 
 
 

A ア Since イ hear 
B ア Though イ hear 
C ア Since イ heard 
D ア Though イ heard 
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英語 

第４問 次の 1～6 の各文について、日本語の意味に合うように、それぞれ下のア～カ

の語句を用いて空所を補い、英文を完成させよ。ただし、文頭に配するべき語も小文字

にしてある。解答は(A)と(B)それぞれの位置で用いる語句の記号のみを答えよ。（配点 

24） 

 
 
1. このようにして彼女は英語が上手になった。 
 
              (A)         (B)        of English. 
 

ア the way イ became ウ she 
エ is オ a good speaker カ this 

 
 
 
 
2. 彼女はその扉を試しに開けてみたが、中には誰もいないことが分かっただけだった。 
 
She tried  (A)       ,        (B)              was there. 
 

ア nobody イ to ウ opening 
エ the door オ find カ only 

 
 
 
 
3. テレビを付けたままにしておいてもいいですか。 

 
I        (A)               (B)        the TV on. 
 

ア it’s イ keep ウ all right 
エ to オ wonder カ if 

 
 
 
 
4. 佐藤さんが港に着いたときには、フェリーが出るまでおよそ30分というところだった。 
 
When he arrived at the port, Mr. Sato        (A)               (B)       . 
 

ア before イ had ウ left 
エ the ferry オ thirty minutes カ around 
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英語 

5. 昨日買ったリビングのカーテンよりも、こっちのカーテンのほうがいい。 
 
These curtains are              (A)         (B)        the living room yesterday. 
 

ア those イ for ウ bought 
エ than オ I カ better 

 

 

 
 
6. このアプリがどう機能するのか理解するのには、きっと苦労したよね。 
 
You must have had        (A)               (B)        work. 
 

ア understand イ this application ウ a hard time 
エ would オ to カ how 
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英語 

第５問 下はある Web サイトに掲載されている 2009 年のアメリカのエネルギー消

費に関する文章である。これを読み、以下の問い（ 問 1～4 ）に答えよ。（配点 33） 
 
 

著作権処理の都合上、以降省略します。 

20220202
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